
専門家と住民の協働

東京大学佐藤愼司

�「協働」の重要性← 伝承を残したいと思う気持ち

�減災をベースとする沿岸防災

津波災害の伝承に関する勉強会、2015年2月19日＠日本科学未来館
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岩手、宮城、福島北部

津波高さ>>堤防高さ

→ 堤防の減災機能は確認困難

福島南部以南

津波高さ～堤防高さ

→ 堤防の減災機能と限界を確認

海岸堤防の高さと浸水被害（福島県勿来海岸）

6.0mの堤防は
ほぼ無傷

4.2mの堤防は
ほぼ倒壊

5.5mの堤防は
無傷

（高さはすべてT.P.）

倒壊した4.2m堤防

堤防高さが6.0mから
4.2mに急変する地点

堤防の浸水高さは、約7m

岩間地区は
壊滅的被害

大島地区は
軽微な浸水

柵や配管はここから

被災
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海岸堤防の高さと浸水被害（福島県勿来海岸大島地区）

堤防高さ6.0m

津波高さ約7m

地盤高さ2m
浸水被害なし

堤防裏面の蔓植生
は剥落

越流水は
左側の
低地へ

2011-4-10, Tsunami Joint Survey Group Photo Archives/GRENE-City
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堤防の

設計津波

総合的な津波防災（＝ハード＋ソフト）

津波の規模

浸水被害

ハード対策

構造物

防護

ソフト対策

早期避難

町づくり

減災

102 年 ← 

ヒトの寿命

構造物の寿命

10/23

堤防の

設計津波

総合的な津波防災（＝ハード＋ソフト）

津波の規模

浸水被害

ハード対策 ソフト対策
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堤防の

設計津波

総合的な津波防災（＝ハード＋ソフト）

津波の規模

浸水被害

ハード対策 ソフト対策

最大クラスの

津波

粘り強さ

102 年 103 年

103年持続する

システムは可能か？

地震動との違い：リードタイム

⇔減災は「（人の行動の）結果」がすべて

→ 「技術」が活きる分野
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三陸津波(1896，1933) 岩手県田老町 13/23 16/23

17/23 18/23

もともとは

「津波標識設置PJ」



19/23 20/23

「防護レベルを超えたら減災」から「減災をベースとした防災」へ

破壊形態の類型化⇒

防護

減災
設計

レベル

外力大

減災

防護

粘り強い堤防

超長寿命堤防

昭和三陸津波(1933)後の復興

チリ津波(1960)後の都市化

安全・安心

不安・過信

減災をベースとして、

（その特殊事例としての）

防護の実現

既知リスクへの準備が生み出す
安心できる街づくり

トップダウン

上から目線

ボトムアップ

住民との協働

22/23 23/23沿岸域管理＋減災へはボトムアップで

昭和30

昭和20

昭和40

昭和50

昭和60

平成1

平成10

1945

1955

1965

1975

1985

1995

2000

巨大台風の来襲

伊勢湾台風
チリ地震津波

高度経済成長

油濁事故

日本海中部地震津波

奥尻津波

静岡海岸侵食開始

海岸侵食が各所
で顕在化

年代

海岸法

環境基本法

環境影響評価法

海岸法の改正

法制度災害・社会

海岸工学国際会議

海岸工学委員会

学会

海岸施設設計便覧

研究現況小委

地球環境小委

中長期展望小委

海岸保全

堤防・護岸・突堤

災害からの復旧

離岸堤

人工リーフ

ヘッドランド

複数の施設の組み合わせ

養浜が徐々に増加

沿岸漂砂量公式

汀線変化モデル

三次元海浜変形モデル

防護

防護・環境・利用

流域全体の土砂管理

2010
平成20

スマトラ津波
カトリーナ高潮

東日本大震災
笹子トンネル事故

減災、粘り強い堤防
施設の維持管理

海岸法の改正 減災・維持管理

減災・利用

環境
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